理-07-公-岐阜-問-02
 eq \o\ac(□,２)
３種類の物質を使って実験を行った。問１～問５の問いに答えなさい。
〔実験〕
Ａ～Ｃのビーカーに，それぞれ15℃で50ｇの水を入れ，次の操作１～３を順に行って，その結果を表にまとめた。

	操作１…図のように，Ａに食塩（塩化ナトリウム），Ｂにデンプン，Ｃに硝酸カリウムを，それぞれ15ｇずつ入れてよくかき混ぜた。

操作２…Ａ～Ｃの液を，ろ紙を使ってそれぞれろ過した。

操作３…ろ過して出てきた液を，それぞれスライドガラスに１滴ずつとって蒸発させた。
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	表
	
	ビーカー（水に入れた物質）
	Ａ（食塩）
	Ｂ（デンプン）
	Ｃ（硝酸カリウム）

	
	操作１

	かき混ぜた液のようす

	無色透明で，固体は残らなかった。
	白くにごった。
	無色透明で，底に固体が残った。

	
	操作２
	ろ過して出てきた液のようす
	無色透明
	無色透明
	無色透明

	
	
	ろ紙上のようす
	何も残らなかった。
	固体が残った。
	固体が残った。

	
	操作３
	スライドガラス上のようす
	固体が残った。
	何も残らなかった。
	固体が残った。


問１
操作２でろ過するとき，出てくる液を集めるビーカーは，どの位置に置くのが最も適切か。解答用紙の図の中に，ビーカーをかき加えなさい。ただし，ビーカーは操作１の図のようにかくこと。

問２
操作２で，Ａの液をろ過して出てきた液はどのような液か。次のア～エから１つ選び，符号で書きなさい。

ア
食塩をふくまない水
イ
Ａの液よりうすい食塩水

ウ
Ａの液と同じこさの食塩水
エ
Ａの液よりこい食塩水

問３
この実験から，デンプンは水にとけていなかったことがわかる。そのことがわかる理由を，実験結果を用いて簡潔に説明しなさい。

問４
操作３の蒸発させる方法以外に，Ｃの液をろ過して出てきた液から固体をとり出す方法を，簡潔に説明しなさい。また，この方法で固体をとり出すことができる理由を，「Ｃの液をろ過して出てきた液は，」に続けて説明しなさい。

問５
実験で用いた食塩について，次の文中の　　　　の⑴，⑵にあてはまることばを書きなさい。

酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液を混ぜ合わせると，それぞれの性質を打ち消し合う中和という反応が起こる。中和によって水と同時にできる物質を　⑴　とよぶ。食塩は，酸性の水溶液である
　⑵　に水酸化ナトリウム水溶液を加えるとできる　⑴　である。
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